
進
展
を
み
た
」
と
述
べ
る
。

体
の
政
治
状
況
の
近
年
に
お
け
る
推
移
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な

二
九
九
九
）
「
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
文
芸
評
論
集
」
（
二
○
○
一
）
「
日
本

統
治
期
台
湾
文
学
集
成
』
（
二
○
○
三
）
と
網
羅
的
な
勢
い
で
次
々
と
出
版

地
支
配
の
歴
史
に
直
面
す
る
契
機
を
、

介
も
進
ん
だ
。

中
島
利
郎
編

文
学
日
本
．

行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

に
渡
る
戒
厳
令
の
施
行
は
、

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
〈
台
湾
文
学
〉
研
究
隆
盛
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
台
湾
自

い
事
実
で
あ
る
。
河
原
功
氏
は
『
台
湾
人
作
家
作
品
集
」
の
「
ま
え
が
き
」

で
、
「
台
湾
文
学
の
研
究
は
戒
厳
令
解
除
後
の
九
○
年
代
に
入
っ
て
大
き
な

日
本
で
も
ほ
ぼ
年
毎
に
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
、

一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て

郎
編
〈
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
〉
の
翻
刻
は
、
『
日
本
統
治
期
台
湾

日
本
人
作
家
作
品
集
』
二
九
九
八
）
『
同
台
湾
人
作
家
作
品
集
」

書
評謝
建
明
著

謝
建
明
著

中
で
も
緑
蔭
書
房
か
ら
刊
行
中
の
河
原
功
．

こ
れ
と
並
行
し
て
従
来
入
手
困
難
だ
っ
た
作
品
の
紹

「
ミ
ュ
ー
ズ
の
抵
抗
ｌ
芸
術
に
お
け
る
抵
抗
精
神
」

そ
れ
以
前
に
行
な
わ
れ
た
半
世
紀
に
及
ぶ
植
民

一
九
四
九
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
約
三
八
年
間

〈
台
湾
文
学
〉
研
究
は
著
し
い
展
開
を
見
せ
た
。

『
ミ
ュ
ー
ズ

戦
後
、
支
配
者
／
被
支
配
者
双
方
か

本
格
的
な
文
学
史
的
評
価
が

下
村
作
次
郎
・

学
が
、

の
抵
抗
１
１
芸
術
に
お
け
る
抵
抗
精
神
」

と
台
湾
で
の
変
化
を
伝
え
る
。
台
湾
・
日
本
・
中
国
で
〈
台
湾
文
学
〉
は
、

今
漸
く
〈
文
学
〉
と
し
て
読
ま
れ
始
め
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
従
来

け
入
る
こ
と
な
く
、

ろ
の
で
あ
る
。

文
学
の
な
か
の
昭
和
と
い
う
時
代
」

ら
奪
っ
た
と
い
う
点
で
も
大
き
な
禍
根
と
な
っ
た
。

の
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
、
多
く
の
場
合
日
本
語
で
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の

テ
ク
ス
ト
を
位
置
づ
け
て
来
な
か
っ
た
過
去
が
、
改
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い

二
・
九
）
で
、

い
最
近
ま
で
、
一

中
心
で
あ
っ
た
）

大
学
で
台
湾
文
学
が
講
じ
ら
れ
た
り

作
品
を
、

選
』
を
、

戒
厳
令
解
除
後
の
変
化
は
特
に
著
し
く
、

よ
う
や
く
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
」

若
手
作
家
の
林
鑿
不
が
編
集
し
て
、

そ
れ
は
支
配
関
係
の
亀
裂
が
双
方
に
齋
し
た

中
国
語
に
翻
訳
し
て
再
評
価
し
た
り
、

「
長
い
間
政
治
の
干
渉
を
受
け
つ
つ
発
展
し
て
き
た
台
湾
文

日
本
語
の
通
用
す
る
身
近
な
異
国
・
台
湾
の
イ
メ
ー
ジ

中
国
四
千
年
の
古
典
文
学
、
文
字
学
、
音
韻
学
な
ど
が

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

楠
井

ｓ
昭
和
文
学
研
究
」
第
弱
集

（
大
学
の
中
国
文
学
科
で
は
、

日
拠
時
代
作
家
の
日
文
の

タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
た
り
、

情

岡
崎
郁
子
氏
は
「
台
湾

究
』
第
泌
集
一
九
九

「
二
二
八
台
湾
小
説

文

〈
傷
痕
〉
に
分

と
述
べ
、

五
五

つ



／

だ
け
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
構
造
と
も
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。

地
支
配
下
に
お
け
る
「
国
語
」
（
日
本
語
）
教
育
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
本
書
の
著
者
は
そ
の
歴
史
的
展
開
が
辿
っ
た
複
雑
性
を
次
の

よ
←
７
に
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
台
湾
近
代
文
学
は
二
つ
の
「
国
語
」
を
以
っ
て
展
開
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
台
湾
新
文
学
に
は
、
頼
和
、
陳
虚
谷
、
楊
守
愚
、
察
愁

（
序
章
「
課
題
と
方
法
」
第
２
節
）

ラ
イ
ホ
ー

本
書
は
こ
の
複
雑
な
過
程
を
、
頼
和
（
ら
い
わ
一
八
九
四
～
一
九
四
一
二
）
、

ヤ
ン
ク
ィ

チ
ャ
ン
ウ
ェ
ン
ホ
ワ
ン

楊
逵
（
よ
う
き
一
九
○
五
～
八
五
）
、
張
文
環
（
ち
よ
う
ぶ
ん
か
ん
一

九
○
九
～
七
八
）
と
い
う
三
人
の
台
湾
人
作
家
の
活
動
を
中
心
に
論
じ
て
い

る
。
ま
ず
全
体
の
構
成
を
見
る
こ
と
で
、
著
者
の
基
本
的
観
点
が
明
ら
か
に

な
る
だ
ろ
う
。
序
章
「
課
題
と
方
法
」
、
第
１
章
「
日
本
在
台
統
治
及
び
台

湾
の
植
民
地
支
配
へ
の
抵
抗
」
、
第
２
章
「
台
湾
新
文
学
発
生
の
背
景
と
新

旧
文
学
論
争
」
、
第
３
章
「
特
徴
百
血
涙
の
文
学
１
１
頼
和
の
文
学
活
動

を
中
心
に
し
て
」
、
第
４
章
「
警
察
政
治
へ
の
批
判
ｌ
鱸
和
の
「
秤
」
を

例
に
し
て
」
、
第
５
章
「
特
徴
二
》
傷
痕
の
文
学
ｌ
楊
邊
の
文
学
活
動
を

’
九
二
○
年
代
か
ら
始
ま
る
台
湾
近
代
文
学
の
展
開
を
考
え
る
時
、

龍
瑛
宗
な
ど
の
日
文
作
家
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
語
に
よ
る
創
作
活
動

と
同
時
に
楊
逵
、
呉
濁
流
、
張
文
環
、
巫
永
福
、
王
昶
雄
、
呂
赫
若
、

洞
、
朱
点
人
、
王
詩
瑛
、
張
我
軍
を
中
心
と
す
る
白
話
文
学
の
流
れ

（
楊
雲
簿
は
白
話
文
と
日
本
語
に
切
り
換
え
る
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
）

意
し
な
け
れ
ば
、

の
流
れ
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
発
展
過
程
と
相
互
関
係
に
注

台
湾
新
文
学
の
全
体
を
は
っ
き
り
把
握
で
き
な
い
。 植
民

中
心
に
し
て
」
、
第
６
章
「
経
済
搾
取
へ
の
批
判
１
１
「
新
聞
配
達
夫
」
と

そ
の
周
辺
ｌ
」
、
蕊
７
章
「
艤
徴
三
二
塁
傷
の
文
学
Ｉ
張
文
環
の
文
学

活
動
を
中
心
に
し
て
」
、
鑓
８
章
「
文
化
抑
圧
へ
の
批
判
ｌ
艤
文
環
の

「
夜
猿
」
を
例
に
し
て
」
、
終
章
「
総
括
と
展
望
」
。
以
下
各
章
の
内
容
に
触

れ
た
い
。

第
１
章
、
第
２
章
で
は
台
湾
新
文
学
運
動
発
生
に
至
る
、
日
本
統
治
へ
の

抵
抗
運
動
の
推
移
が
辿
ら
れ
る
。
一
八
九
五
年
領
台
以
後
の
台
湾
征
服
戦
争

動
や
台
湾
文
化
協
会
な
ど
と
連
関
を
保
ち
な
が
ら
、
社
会
化
・
大
衆
化
さ
れ

た
文
体
・
言
語
の
創
出
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
具
体
的
に
は
平
俗
な
白
話

は
、
日
清
戦
争
と
同
程
度
の
戦
死
者
を
出
し
た
程
、
苛
烈
な
武
装
抵
抗
を
受

け
た
。
し
か
し
こ
の
抵
抗
も
二
○
年
代
以
降
、
台
湾
社
会
内
部
の
改
革
運
動

や
地
位
向
上
運
動
が
主
流
と
な
る
。
新
文
学
運
動
は
台
湾
議
会
設
置
請
願
運

文
学
の
提
唱
で
あ
り
、
著
者
は
中
国
に
お
け
る
「
文
学
革
命
」
（
一
九
一
七

年
～
）
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
（
第
２
章
第
１
節
）
。
し
か
し
中
国
の
場

合
と
異
な
り
「
文
言
文
と
中
国
白
話
文
、
中
国
白
話
文
と
台
湾
話
文
、
中
国

文
と
日
本
語
」
（
同
第
３
節
「
文
学
言
語
に
お
け
る
複
雑
的
様
相
」
）
と
い
う

複
数
言
語
の
並
存
・
葛
藤
の
中
で
、
新
文
学
は
複
雑
な
進
展
を
見
せ
た
。

第
３
章
で
は
白
話
文
学
運
動
の
代
表
作
家
で
あ
り
「
台
湾
新
文
学
の
父
」

と
称
さ
れ
た
頼
和
の
文
学
を
論
じ
る
。
大
道
芸
人
の
子
と
し
て
窮
迫
し
た
幼

年
期
を
送
っ
た
彼
は
台
北
医
学
校
卒
業
後
、
中
国
に
渡
り
五
四
運
動
の
空
気

に
触
れ
た
。
そ
の
後
彰
化
で
開
業
医
の
仕
事
の
傍
ら
、
「
台
湾
民
報
』
「
台
湾

新
民
報
」
等
に
作
品
を
発
表
す
る
。
楊
逵
、
張
文
環
が
日
本
語
で
の
創
作
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
の
に
対
し
、
頼
和
は
日
本
語
教
育
を
受
け
た
が
作
品
で
は

五

六



事
変
後
の
弾
圧
で
運
動
は
壊
滅
状
態
に
陥
る
。
彼
の
創
作
活
動
は
そ
の
沈
滞

期
を
経
た
後
に
開
始
さ
れ
る
。
著
者
は
そ
の
作
品
に
前
期
の
運
動
体
験
か
ら

継
承
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
指
摘
し
、
特
に
第
４
節
「
楊
逵
文
学
に
お
け
る
士

年
代
後
半
は
台
湾
農
民
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、

あ
り
、
一
九
二
四
年
渡
日
、
翌
年
日
本
大
学
専
門
部
文
学
芸
術
学
科
夜
間
部

に
入
学
す
る
。
新
聞
配
達
夫
・
日
雇
人
夫
な
ど
苦
学
生
活
の
中
で
労
働
運
動

に
触
れ
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
も
知
り
合
う
よ
う
に
な
る
。
二
○

地
意
識
」
で
は
「
日
本
の
大
資
本
家
か
ら
の
み
で
な
く
、
台
湾
の
農
業
人
口

の
大
多
数
を
占
め
る
雇
い
農
民
は
、
地
主
の
圧
迫
を
も
受
け
て
い
た
」
と
い

表
す
る
作
家
で
あ
る
。

見
て
い
る
。
特
に
「
喜
劇
的
手
段
」
に
よ
る
「
悲
劇
的
効
果
」
と
い
う
表
現

技
法
の
指
摘
（
第
４
節
）
が
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
台
湾
人
の
目
に
映
る

「
査
大
人
」
の
姿
が
、
白
話
文
学
の
手
法
に
よ
っ
て
「
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
」
さ

れ
、
「
弱
者
」
の
立
場
を
転
倒
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
５
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
楊
逵
は
、
三
○
年
代
の
新
文
学
成
長
期
を
代

終
始
白
話
文
を
用
い
た
。
彼
は
新
文
学
運
動
の
役
割
を
「
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
現
社
会
の
問
題
を
、
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
を
」
反
映
す
る
」

点
に
求
め
（
第
２
節
）
、
「
弱
者
の
立
場
」
へ
の
共
感
、
「
圧
迫
さ
れ
た
台
湾

人
の
声
を
代
弁
」
す
る
こ
と
が
彼
の
作
品
の
主
題
と
な
る
（
第
３
節
）
。

第
４
章
は
こ
の
特
質
を
「
秤
」
（
原
題
．
桿
「
禰
仔
」
」
、
「
台
湾
民
報
」

’
九
二
六
・
二
・
一
四
、
’
’
一
）
に
即
し
て
分
析
す
る
。
著
者
は
主
人
公
秦

得
参
の
「
秤
」
を
巡
る
日
本
人
警
官
「
査
大
人
」
と
称
さ
れ
畏
れ
ら
れ
た
）

と
の
遣
り
取
り
に
、
当
時
の
台
湾
農
民
と
総
督
府
支
配
と
の
関
係
の
象
徴
を

謝
建
明
薔
「
ミ
ュ
ー
ズ
の
懸
抗
ｌ
芸
術
に
お
け
る
抵
抗
精
神
」

彼
は
文
学
的
教
養
を
日
本
語
で
身
に
付
け
た
世
代
で満二

洲○

望
ま
れ
る
。

第
７
章
、

だ
！
」
と
い
う
連
帯
の
呼
び
か
け
を
、
当
時
の
日
本
と
台
湾
の
読
者
が
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
た
か
と
い
う
受
容
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
、
よ
り
展
開
が

う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
３
節
）
と
評
価
す
る
。
こ
の
論
点
は
「
私
」
の
「
台

湾
人
に
善
い
人
と
悪
い
人
が
あ
る
や
う
に
、
日
本
人
も
さ
う
だ
と
見
え
る
」

と
い
う
日
本
人
観
や
、
「
伊
藤
」
の
「
さ
あ
！
手
を
握
ら
う
ぢ
や
な
い

か
！
君
等
を
苦
し
め
、
我
等
を
苦
し
め
る
も
の
は
、
同
じ
種
類
の
人
間

被
圧
迫
の
台
湾
民
衆
と
日
本
人
と
の
関
係
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
扱
う
か
と
い

民
衆
の
怒
り
を
狭
い
個
人
的
な
も
の
に
せ
ず
、
民
族
を
越
え
た
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
社
会
問
題
を
提
出
し
て
い
た
。
具
体
的
に
一
一
一
一
口
え
ば
、

イ
キ
を
実
行
し
新
聞
配
達
夫
達
の
待
遇
は
改
善
さ
れ
る
。
自
分
達
の
抵
抗
手

段
を
見
出
し
た
「
私
」
は
、
闘
志
を
抱
き
な
が
ら
．
針
当
れ
ば
、
悪
臭
プ

ン
ノ
～
た
る
」
台
湾
へ
帰
郷
す
る
。
著
者
は
「
「
新
聞
配
達
夫
」
は
被
圧
迫

の
台
湾
文
学
を
、
張
文
環
の
活
動
を
中
心
に
論
じ
る
。
三
○
年
代
の
台
湾
文

を
描
い
た
後
半
が
発
表
禁
止
と
な
り
、
日
本
の
『
文
学
評
論
」
に
投
稿
し
た

結
果
高
い
評
価
を
得
、
伏
字
交
じ
り
な
が
ら
全
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
離
散
に

よ
り
故
郷
を
失
い
東
京
へ
出
て
来
た
「
私
」
が
、
新
聞
屋
主
人
の
詐
偽
粉
い

の
低
賃
金
労
働
に
対
し
て
、
日
本
人
「
田
中
」
「
伊
藤
」
ら
と
共
に
ス
ト
ラ

う
二
重
の
抑
圧
構
造
を
、
楊
逵
作
品
が
捉
え
て
い
た
と
論
じ
る
。

第
６
章
は
彼
の
処
女
作
「
新
聞
配
達
夫
」
（
「
文
学
評
論
」
一
九
三
四
・
一

○
）
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
当
初
「
台
湾
新
民
報
』
に
前
半

部
分
だ
け
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
台
湾
の
製
糖
業
者
に
よ
る
農
民
の
土
地
収
奪

第
８
章
は
日
中
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
至
る
戦
時
下

五
七



学
は
郷
土
文
学
論
争
・
台
湾
話
文
論
争
な
ど
活
発
な
文
学
論
争
を
通
じ
て
、

表
現
手
段
と
し
て
の
言
語
の
独
立
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
七
年

四
月
の
漢
文
欄
廃
止
令
に
よ
っ
て
日
本
語
以
外
の
創
作
発
表
は
禁
止
さ
れ

る
。
同
年
八
月
頼
和
・
楊
逵
ら
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
中
日
両
用
の
「
台
湾

新
文
学
」
が
廃
刊
。
翌
三
九
年
一
二
月
に
は
西
川
満
ら
在
台
日
本
人
作
家
を

主
導
と
し
た
「
文
芸
台
湾
』
が
創
刊
。
以
後
、
皇
民
奉
公
会
結
成
（
四
一
年
）
、

台
湾
文
学
報
国
会
（
四
二
年
）
、
陸
海
軍
特
別
志
願
兵
制
度
・
高
砂
族
陸
軍

特
別
志
願
兵
制
度
（
同
～
四
三
年
）
、
台
湾
決
戦
文
学
会
議
（
四
三
年
）
と
、

台
湾
文
学
は
「
南
進
基
地
」
の
総
動
員
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。

張
文
環
は
四
一
年
「
文
芸
台
湾
』
か
ら
離
脱
し
、
台
湾
人
作
家
を
主
流
と

し
た
「
台
湾
文
学
」
を
創
刊
、
両
誌
の
競
合
時
代
を
生
む
。
し
か
し
四
二
年

東
京
・
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
は
西
川
満
・
浜

学
』
一
九
四
二
・
二
）
を
含
む
作
品
に
よ
り
四
三
年
皇
民
奉
公
会
制
定
の

「
台
湾
文
化
賞
」
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
振
幅
の
多
い
彼
の
活
動
に
対
し
、

著
者
は
「
戦
時
下
の
張
文
環
は
作
家
と
し
て
格
別
反
骨
的
で
も
な
け
れ
ば
、

ま
た
「
御
用
文
人
」
的
で
も
な
か
っ
た
」
（
第
７
章
第
２
節
）
と
一
義
的
な

裁
断
を
退
け
る
。
そ
し
て
「
民
族
の
立
場
に
お
け
る
郷
土
台
湾
と
所
謂
「
小

人
物
」
の
世
界
こ
そ
が
張
文
環
文
学
の
重
点
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
と
自
然

主
義
の
技
法
で
、
平
凡
な
人
物
に
対
す
る
描
写
を
通
し
て
、
下
層
階
級
の
苦

境
が
再
現
さ
れ
て
い
る
」
（
第
８
章
第
４
節
）
と
そ
の
文
学
の
本
領
を
論
じ

る
。
彼
の
作
品
が
「
皇
民
化
」
政
策
へ
の
批
判
と
な
り
得
た
の
は
、
台
湾
の

人
々
の
生
活
に
肉
薄
し
た
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

田
隼
雄
・
龍
瑛
宗
ら
と
台
湾
代
表
と
し
て
参
加
、
ま
た
「
夜
猿
」
含
台
湾
文

た
。
加
え
て
、
私
達
が
語
学
能
力
の
限
界
か
ら
見
落
と
し
て
来
た
台
湾
・
中

性
質
に
よ
っ
て
、
台
湾
文
学
は
抵
抗
の
特
徴
を
呈
し
た
。
こ
の
特
徴
は
時
代

の
推
移
に
伴
う
変
化
が
あ
る
が
、
台
湾
近
代
文
学
の
底
流
に
固
く
存
在
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
」
と
再
確
認
さ
れ
る
。
だ
が
「
抵
抗
」
と
い
う
言
葉
に

伴
う
硬
直
し
た
評
価
基
準
は
避
け
ら
れ
る
。
む
し
ろ
本
書
の
特
長
は
、
作
家

に
よ
り
異
な
る
現
わ
れ
方
を
し
た
「
抵
抗
」
の
諸
相
を
、
「
血
涙
」
「
傷
痕
」

「
哀
傷
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
各
自
の
姿
勢
に
応
じ
て
捉
え
よ
う

と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
著
者
は
論
述
の
過
程
で
作
品
本
文
だ
け
で
な
く
、

以
上
本
書
で
得
た
知
見
を
も
と
に
私
な
り
の
要
約
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
か

ら
分
か
る
よ
う
に
本
書
の
主
軸
と
な
る
の
は
、
台
湾
文
学
に
内
在
す
る
「
文

学
的
抵
抗
」
と
い
う
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
観
点
は
終
章
で
「
植
民
地
の

作
家
の
言
動
や
回
想
、
台
湾
総
督
府
の
資
料
な
ど
同
時
代
文
献
を
駆
使
し
て
、

「
抵
抗
」
の
置
か
れ
て
い
た
植
民
地
状
況
と
の
関
わ
り
を
立
体
的
に
復
元
し

そ
の
中
で
最
も
触
発
さ
れ
た
点
を
挙
げ
れ
ば
、
第
８
章
に
お
け
る
「
皇
民

文
学
」
評
価
の
箇
所
で
あ
る
。
著
者
は
第
４
節
「
軟
弱
の
抵
抗
」
で
「
治
安

維
持
の
名
の
も
と
に
言
論
弾
圧
が
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
に
、
文
学
的

国
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
指
摘
も
貴
重
で
あ
る
。

抵
抗
も
非
常
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
あ
っ
て
も
、

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
」
と
し
て
陳
火
泉
「
道
」
（
「
文
芸
台
湾
』

あ
り
、
同
》

「
内
地
人
」

三
・
七
）
、
王
昶
雄
「
奔
流
」
（
「
台
湾
文
学
」
一
九
四
三
・
七
）
の
二
作
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
「
道
」
の
主
人
公
は
専
売
局
樟
脳
課
に
勤
め
る
技
師
で

あ
り
、
同
じ
「
日
本
人
」
間
に
差
別
は
な
い
と
考
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

の
同
僚
に
昇
進
を
抜
か
れ
た
こ
と
か
ら
神
経
衰
弱
に
陥
る
。

五
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う
と
し
た
か
、
そ
の
心
理
的
機
制
を
描
い
て
い
る
。

が
「
皇
民
へ
の
道
』
を
書
く
過
程
で
、
自
分
の
「
日
本
人
」
観
が
「
本
島
人

私
は
内
地
に
居
た
時
分
を
思
ひ
出
し
た
。
「
御
郷
里
は
ど
ち
ら
で
す

的
に
、
考
へ
ら
れ
た
思
想
」
だ
と
気
付
い
た
彼
は
、
「
国
語
で
恩
ひ
、
国
語

か
」
と
訊
か
れ
た
時
に
、
い
か
な
る
心
理
の
作
用
で
あ
ら
う
か
。
大
て

で
語
り
、
国
語
で
書
く
時
に
於
て
の
み
（
中
略
）
国
民
と
し
て
の
生
命
の
生

い
は
四
国
か
九
州
と
答
へ
た
。
な
ぜ
私
は
言
下
に
「
台
湾
で
す
」
と
答

成
発
展
を
希
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
論
し
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
に
志
願
す

へ
る
の
を
蝉
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
私
は
い
つ
も
木
村
文
六
と
い

る
。
当
時
日
本
人
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
著
者
は

ふ
仮
り
名
を
振
り
窮
し
て
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
そ

「
「
一
視
同
仁
」
の
虚
偽
を
見
破
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
が
ら
、
や
が
て
、

し
て
一
か
ど
の
内
地
人
に
成
り
済
ま
し
た
つ
も
り
で
、
得
意
然
と
肩
を

母
語
を
完
全
に
否
定
し
徹
底
し
た
皇
民
化
へ
の
道
を
歩
ん
だ
」
と
論
じ
、

そ
ぴ
や
か
し
て
喋
り
ま
く
る
の
で
あ
る
。
た
ま
に
は
べ
ら
ぼ
う
め
弁
を

「
皇
民
文
学
に
は
台
湾
人
へ
の
差
別
が
描
か
れ
、
内
面
の
苦
悶
と
挫
折
が
表

ぬ
か
し
て
は
相
手
を
眩
惑
し
た
。
だ
か
ら
郷
土
誹
り
丸
出
し
の
友
人
と

現
さ
れ
て
い
る
」
点
を
読
み
取
る
。

一
緒
に
な
っ
て
ゐ
る
時
は
、
台
湾
人
だ
と
感
づ
か
れ
は
せ
ぬ
か
と
、
私

「
道
」
の
主
人
公
は
「
生
れ
な
が
ら
の
日
本
人
」
が
「
日
本
精
神
専
売
業

は
ひ
や
ノ
ー
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
愈
々
化
け
の
皮
が
剥
が

者
」
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
を
批
判
し
、
「
本
島
人
の
中
に
も
、
朝
鮮
人
の

れ
る
時
、
私
は
リ
ス
の
よ
う
に
逃
げ
ま
わ
っ
た
。
私
は
か
う
し
て
十
年

中
に
も
、
は
た
ま
た
満
洲
人
の
中
に
も
、
こ
の
精
神
の
具
有
者
が
あ
る
」
と

の
間
、
絶
え
ず
神
経
を
尖
ら
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

主
張
す
る
。
「
抵
抗
」
の
文
学
か
ら
「
皇
民
文
学
」
へ
の
経
路
を
考
え
る
時
、

「
郷
里
」
を
問
う
側
は
、
暗
黙
の
内
に
相
手
を
承
認
で
き
る
範
囲
内
で
同

強
要
さ
れ
た
「
日
本
精
神
」
を
逆
用
す
る
形
で
、
植
民
地
支
配
下
の
差
別
を
定
し
よ
う
と
す
る
。
「
私
」
が
怖
れ
た
の
は
、
「
四
国
か
九
州
」
で
は
な
く

解
消
し
よ
う
と
い
う
思
惑
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
す
訳
に
は
い
か
な
「
台
湾
で
す
」
と
答
え
た
時
に
生
じ
る
現
実
的
な
差
別
ば
か
り
で
な
く
、
隔

い
。
そ
こ
に
は
「
内
地
人
が
口
を
開
け
ば
す
ぐ
馬
鹿
シ
と
怒
鳴
る
と
い
ふ
こ
意
な
く
接
し
て
い
た
相
手
が
見
せ
る
戸
惑
い
や
疎
隔
感
を
も
含
ん
だ
反
応
で

と
、
で
な
け
れ
ば
口
よ
り
先
に
手
が
動
く
と
い
ふ
こ
と
」
を
「
日
常
生
活
」
は
な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。
〈
傷
痕
〉
に
向
き
合
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
他

で
絶
え
ず
感
得
さ
せ
ら
れ
て
来
た
過
去
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
著
者
が
「
皇
民
者
に
対
し
て
「
内
地
」
と
い
う
「
郷
里
」
へ
の
帰
属
を
無
意
識
に
強
い
て
来

文
学
に
関
す
る
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
を
た
思
想
構
造
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、

歴
史
の
流
れ
に
投
げ
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
と
強
調
す
る
所
以
で
あ
る
。
読
者
自
身
の
立
場
を
照
ら
し
出
す
重
要
な
課
題
を
持
つ
研
究
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
上
で
「
日
本
人
」
化
の
虚
構
性
が
明
る
み
に
出
さ
れ
る
必
要

（
二
○
○
三
年
三
月
南
京
市
、
東
南
大
学
出
版
社
二
一
一
一
六
頁

が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
奔
流
」
は
「
私
」
が
な
ぜ
「
日
本
人
」
と
し
て
振
舞
お

扇
国
ｚ
引
顛
］
ｇ
や
呂
十
隅
）

謝
建
明
著
「
ミ
ュ
ー
ズ
の
抵
抗
ｌ
芸
術
に
お
け
る
抵
抗
精
神
」

（
く
す
い
・
き
よ
ふ
み
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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九




